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概　要：
相と呼ばれる系の巨視的な状態が，系を制御するある変数の変化に伴い，ある値を境に急激

に変化する現象は相転移と呼ばれる. 系を微視的な要素の集まりとして捉えたとき，相転移は

それら要素が集まったときに全体として示す協力現象として理解される [1]. そのような観点か

らの相転移の研究としては，イジング模型に代表されるスピン系での議論が盛んで多くの結果

が得られているが，単に協力現象が示す巨視的な状態の変化について議論したいときには，よ

りシンプルかつ一般性のある確率モデルが数多く存在する. それらのモデルを用いて相転移と

それに伴う臨界現象の普遍性について議論することは，現実の世界の様々な場面で見られる相

転移的な現象を理解するのに役立つ. この観点から，発表者は特に二つの相転移を示す確率モ

デルに注目し，相転移としてのふるまいがどのような普遍性を持つかについて研究している.

一つ目の研究では，パーコレーションと呼ばれる巨視的なつながりの相転移を示すモデルに

注目している. パーコレーションは一般にはネットワーク上で定式化され，ノード間にあるルー

ルに従いボンドを加えていったとき，最大のクラスターがどのように成長するかを議論する. 近

年，ボンドの追加にある種の選択性を導入することで，最大のクラスターが急激に成長するふ

るまいが注目を集めている [2]. 本発表ではクラスターの成長をクラスターの確率的な合体過程

と見なしたとき，最大のクラスターの急激な成長が実現されるための条件について議論する.

二つ目の研究では，ファイバーバンドルモデル (FBM)と呼ばれる破壊の相転移を示すモデ

ルに注目している. FBMでは，ファイバーと呼ばれるばねの束 (バンドル)に外力を加えたと

き，ファイバーがどのように破壊するかを議論する [3]. 通常の FBMでは，ファイバーはラン

ダムな長さで破壊するとして議論が行われる. 本発表ではファイバーは全て同じ長さで破壊す

るとし，代わりにバンドルの構造にランダムネスを与えるモデルを考える. このモデルはある

面では通常のFBMとは大きく異なったふるまいをする一方，ある臨界指数は通常のFBMと同

一の値を持つことがわかった.
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